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今月の写真
2021年度の活動写真を集めました。

G R E E N D A Y 2 0 2 2 実施報告

北海道内外の青年層が集まり、講演会やディスカッション、
スキルアップ講座などを通して、“これから”の北海道を
考える2日間のフォーラムを実施。オンライン開催という
こともあり、札幌近郊だけでなく道東や本州など遠隔地
からもご参加いただきました。
オンラインでも参加者同士のつながりを生み出すため、
休憩時間中に雑談ができるよう新ツールoViceを活用したり、
朝ごはん企画用に参加者全員に乾燥しいたけを郵送する等、
今後の可能性を広げることができました。

RockTheLife!ezorock
〒064-0809 札幌市中央区南9条西3丁目1番7号
TEL/FAX 011-562-0081       E-mail info@ezorock.org
WEB https://www.ezorock.org/
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ezorockの最新情報が分かる
各種SNSはこちらから

Facebook
@ezorockで検索🔍

Twitter 公式LINE

分科会の様子など
詳細な当日レポー
トはこちらから↓

1年間楽しいことも辛いこともありましたが、
ボランティアの皆さんや子どもたちが薪割り
を楽しんでいる光景を見たときには、やって
きてよかったなと思いました。栗山町との
連携事業では地域の方々と一緒に活動し、
薪づくりには人々の輪とエネルギーの両方を
生み出す力があると感じました。

浜益は、行く度触れる度に新しい発見が
ある素敵な場所です。1年間リーダーと
して浜益の自然や人々の良さに触れて
きました。色々な活動を通して、私自身
を含め、これからも浜益と関わりたいと
言ってくれる人と浜益とを繋ぐこと
できて良かったと思います。

モビリティについて考える会という受け
皿ができ、ポロクルのアルバイトから
ezorockへ、元々ポロクルをやっていた
人がezorockで何かを考えるきっかけが
できたのが良かったです。社会課題に
終わりはありませんが、来年度はチーム
として1つでも何か残し、走りたいです。

2 0 2 1 年 度ボランティアリーダーに聞いてみました

鮎
モビリティについて
考える会
／酪農学園大学4年

アキ
浜益ベース
／北海道大学4年

ごう
プロジェクト
「NINOMIYA」

／北海道大学修士課程2年

掲載された言葉や
名言の詳細はこちら↓

e z o r o c k 2 0 年歴史号の制作

20年歴史号の内容
▶ezorock20年ヒストリー
▶ezorockのターニング
ポイントになった言葉たち
▶内部メンバーとの対談
▶外部の方からのコメント

ezorockで活動してきた
メンバーから、活動を
振り返り、心が揺り動か
された名言やターニング
ポイントとなった言葉を
アンケート形式で収集。
多くの人が名言だと感じ
たものを選りすぐり、
紙面にまとめました。
活動メンバーの想いが
垣間見える内容になって
います。

ezorockの20年を振り返る
ニュースレターが完成！

今年のGREENDAYのテーマは「開拓」。
この言葉には様々が意味が考えられます。
2日間を通して、参加者のみなさんには
自分の「開拓」について自由に考えて
ほしいという願いを込めました。

2001年のRSRの環境対策活動から始まったezorockは
2021年で20年を迎えました。これまでの活動を振り返
るニュースレターとして、団体や個人のターニングポイ
ントを探り、これまで関わってきた多くの人の想いが掲
載された内容となりました。

今年はテーマのロゴも作成しました→

2022年2月19日-20日の2日間で全16セッションを実施、
のべ134人が参加しました。

ボランティアリー ダーに 1 年 を 振 り 返 っ て 、 印 象 的 だ っ た ことを聞い てみました。

内部メンバーとの
対談コラムはこちら↓



内部メンバーの交流を促
す目的に、オンラインや
活動フィールドであるは
るきちオーガニッファー
ムでの交流会を実施した。
現在活動するメンバー同
士の他、過去に活動して
いたメンバーも参加し、
活動年に関わらず交流を
深めた。

助成金
・独立行政法人環境再生保全機構
・特定非営利活動法人北海道NPOファンド
・公益財団法人北海道青少年育成協会
・一般社団法人北海道総合研究調査会

ご寄付
・あいおいニッセイ同和損害保険株式会社
・4人の個人の方から、ふるさと納税に
よる寄付をいただいた

報道採録

いただいたご寄付・助成金

ezorock 2021年度活動レポート 活動回数 327回 活動日数 のべ543日 活動人数 のべ1535人 地域数 13市町村
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(浜益ベース)
5月7日毎日新聞(スタッフ水谷) 
5月13日北海道建設新聞(浜益ベース) 
5月21日北海道建設新聞(代表草野) 
7月21日北海道新聞(浜益ベース) 
8月27日北海道新聞(代表草野) 
11月29日北海道新聞(浜益ベース)
12月-1月 AIRDO機内誌(179リレーションズ)

1月5日季刊地域(NINOMIYA)
2月8日北海道新聞 (浜益ベース)

WEB
6月18日 STVアナウンサーブログ

(ポロクルクルー)
2月4日さくらインターネット株式会社

WEBマガジン (浜益ベース)

活動紹介 野外音楽フェスティバルや、地域のお祭りにおける
ごみ分別ナビゲートを展開。「ごみ」をツールに、自分のこと
は自分でする「Do It Yourself」の精神を伝えることで、参加型
社会をつくる。
実施活動 イベントでの環境対策活動活動2日/参加人数のべ35人
(ROCK CIRCUIT 2021)/RSRオーガニックファームの運営活動
日数5日参加人数のべ30人
成果 約2年ぶりとなる音楽イベントにおける環境対策活動を実施。
ごみ分別ナビゲート及び環境対策の歴史とプラスチック問題を
伝えるキャンペーンブースを展開した。
コメント RSRは中止となったが、新たに開催されたROCK
CIRCUT 2021において活動を行い、音楽を楽しみながら活動を
行う感触を2年ぶりに実感した。(タケシ)

EarthCare／RSRオーガニックファーム

活動紹介 シェアサイクル「ポロクル」の現場運営や自転車の
ルールマナー啓発活動への参加。今年度よりモビリティについて
考える会(以下モビ会)を発足し、自転車をはじめとしたモビリ
ティに関する課題を調べアクションにつなげることを目的とし
活動している。
実施活動 シェアサイクル「ポロクル」の現場運営219日/
クルー51人/自転車の啓発イベントへの参加2回/もくもく会の
実施4回/ポロクルを利用したSDGsプレツアーの実施/他
成果 リーダー制度の導入による現場運営の円滑化。モビ会立ち
上げにより現役クルーや元クルーの社会人が活動に参加する動き
ができた。
コメント ポロクルを通してモビリティに興味をもち、モビ会で
考えを発展させていくという流れが出来た。(かずま)

ポロクル／モビリティを考える会

活動紹介 札幌近郊で身近に自然を感じることの出来る石狩を
拠点に、自然体験イベントや環境教室の補助などを行い、
それを通して子どもの体験の機会と場を提供している。
実施活動 幼児～小学生を対象とした自然体験イベント3回/
参加人数のべ30人(内、子ども13人)/ボランティア13人
成果 コロナ禍で自粛傾向の世帯にとって、拠り所となるような
活動を目指して実施した。参加世帯にとって大事な場所と
なっており、継続して欲しいという声が多く集まった。子ども
の活動に参加することで青年層のボランティアとしては後継
世代に触れ合える大事な機会であることも再認識した。
コメント 子どもと一緒に自然を楽しみながら、自分と違う世代
の参加者と関わることで人と場所のつながりを感じることが
できた。(くりぴー)

石狩体験キッズ「チポロ」

プロジェクト「NINOMIYA」

活動紹介 北海道179市町村、それぞれの地域に関わる
「入り口」をつくることを目的に活動。地域とつながる
オンラインイベントの企画や、活動を発信するWEBサイトを
運営。現場では主に自然体験等、各地域の活動に参画。
実施活動 現場活動日数92日/参加人数のべ298人/オンライン
イベント17日参加人数のべ268人/WEBマガジン掲載記事114
本/連携13市町村
成果 説明会や新企画の実施によって、新規メンバーや説明会
参加者が増加。WEBマガジンは掲載記事が100本を超え、
活動内容や参加者の声を伝えられるプラットフォームとして
定着した。 現場では森のようちえん、鷹栖町に関わるチーム
が新たに発足し、来年度以降の活動の可能性が広がった。
コメント メンバーが増え、関わり方や出来ることの幅が
広がった。各チームの骨格・役割がはっきりとしてきた。
(しんちゃん)

関係人口創出プロジェクト
179リレーションズ

活動紹介 石狩市浜益区にお借りしている一軒家「はまます
ベース」に宿泊・滞在しながら、浜益と都市部の人々をつなぐ
さまざまな取り組みを展開。
実施活動 現場活動日数45日/参加人数のべ210人/オンライン
イベント4日参加人数のべ46人
成果 昨年度からの事業に加え、地域に踏み込んだ情報を
載せた「集落の教科書」制作で浜益の方にインタビューを
行うなど、地域と都市部との繋がりを意識した活動を実施した。
コメント 今年度は集落の教科書制作が軸となり、制作過程に
興味を持ってコアメンバーとなる人がいたり、浜益内で私たち
の取り組みを知ってもらう機会があったりとチームとして
新たな広がりを見せることができた。(アキ)

浜益ベース

活動紹介 石狩を拠点に未利用材を活用し、薪割り体験を軸に
薪生産を実施。生産された薪は販売し、売上の一部は子ども
向け体験補助へ。
実施活動 活動日数119日/薪生産量120㎥/薪販売件数143件/
参加人数631人(内子ども95人)/福祉事業所との生産連携3件/
児童会館との体験連携7件/企業向け野外研修/栗山町との連携
開始/Instagram開設(記事数58)
成果 福祉事業所との連携で安定した薪生産体制により、継続
した体験受入、他地域での活動展開や広報活動に重点を置く
ことができた。
コメント 交流機会が減る中で、薪づくりの現場は対面で交流
できる貴重な機会となった。来年度も生きた体験の場として
続けていきたい。(ごう)

皮の利活用を考える、
「シカ革なめし部」が始動

バーチャルオフィス
oViceを導入

北海道のシカ猟において、皮
を鞣せる場所が無く捨てて
しまっている事に着目し、自
分たちで鞣し、活用すること
で無駄を減らすことができる
のか模索している。今年度
はシカ皮を実際になめし、尻
当てや椅子づくりを行った。

環境対策活動 シェアサイクル

ezorockは2021年4月で
設立から20年が経ち、
これまでの取り組みや
成果をまとめるニュース
レターの制作を行った。
また、本年は団体説明会
参加までの流れの整備を
実施し、159人が説明会
へ参加し、内71人が
活動へと参加した。

今年も道内外の青年層を
対象に講演やディスカッ
ションを行う2日間の
フォーラムGREENDAY
を実施した。また、新規
入会者、入会希望者を
対象にezorockの概要や
NPO概論、会議の進行
方法などを学べるフォ
ローアップ研修を実施し、
のべ94人が参加した。

サポートチーム

学生、社会人の所属区分では
なく、年齢ごとに役割がある
と考え、活動会員区分と会費
額をを所属(学生/社会人)
ごとから年代ごとの区分
(10代、20代、30代、40代
以上)へと変更した。

会員区分の変更

内部メンバーの交流活発化を
目的に、新ツール「oVice」
を導入。現在、ほとんどの
ミーティングはZoomから移
行し、oViceにて実施して
いる。ミーティングで会う
固定のメンバー以外との会話
が生まれやすく、プロジェク
ト間の交流が生まれ始めて
いる。

2021年に新たに実施した取り組みを3つお届けします！

広報部 交流部 研修部

新会員制度の詳細はこちら→

シカ皮なめし部の
詳しい活動はこちら→

＠179relations＠project_ninomiya

活動へご支援いただき
ありがとうございました


